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平成26年 5月 14日 

環   境   局 

「古着」の分別・リサイクルの開始について 

～「古着」から自動車用内装材原料を製造するリサイクル事業化決定～ 

《 今回開始する古着リサイクル事業の特長 》 

 ◇ 古着は、一般的に一部がリユース品として主に東南アジアに輸出、または、 

工業用ウェス（拭き布）原料としての利用が大半であり、回収後の用途に課題。 

 ◇ 今回の事業は、自動車用部材として高い付加価値・確実な需要先を確保した、

本市を中核とした地域循環型リサイクルシステムを確立。 

 ◇ さらに、古着リサイクルに、繊維製品の取扱いのプロであるクリーニング業界

が参画し、民間・行政が連携し、回収からリサイクル製品利用まで一貫したリサ

イクルシステムの構築は国内初の取組み。 

１．新たな分別回収・リサイクルを開始する対象品目 

 〇 家庭から出される古着（衣料品）全般  

   （汚れのひどいもの、革製品、布団・枕・シーツ、カーテン等一部リサイクル不適品を除く） 

２．古着リサイクル事業概要 

〇 リサイクル事業の概要  

① 市内リサイクル工場で、回収した古着を選別し、新規開発した技術※により再生繊維材料 

  を製造。 

○ 本市では「古着」は、年間約１万７千トンが家庭ごみとして捨てられています。 

   （家庭ごみのうち約８．６％：平成２４年度実績） 

○ 古着をリサイクルし、自動車用内装材として北部九州に立地する自動車メーカー

に供給する、地域循環型のリサイクル事業化が決定しました。 

○ 本市では、『ごみの減量・リサイクルの推進』、新成長戦略に掲げる『環境産業・ 

自動車関連産業の振興、新規雇用創出』につながる環境と経済成長を両立する 

グリーン成長に向けた取組みの一環として、市と民間企業との共同事業として、 

新たに「古着」の分別・リサイクルの取組みを開始します。 
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② 製造した再生繊維材料を原料に、日本特殊塗料（行橋市）が自動車用内装材 

（吸・遮音材）を製造し、北部九州に立地する自動車メーカーに供給。 

◆ 事業主体 ： 株式会社エヌ・シー・エス〔本社：北九州市若松区〕 

          〔今回の古着リサイクル事業実施のため、関係企業の共同出資により設立〕 

◆ 実施体制 ： 事業主体が事業パートナー（古着回収協力店や収集運搬業者）を募り、古着 

の回収・リサイクル経費を負担して民間主体事業として実施する。 

本市は、古着を新たな分別品目に追加し、民間との共同事業として、全市的 

な回収体制の整備や市民広報等を担当。 

◆ 雇用人員 ： １８人（障がい者雇用・転籍者を含む）

※ 新規開発技術：本市「環境未来技術開発助成」制度（H２２～２４年度）を活用し、従来の作業工程を 

大幅に縮減し、かつ、多様な繊維製品に対応可能な省エネ・効率化技術を開発。 

３．分別回収について  

〇 洗たく済みの古着を公共施設等に設置する回収ボックス、または、回収協力店で回収。 

〇 回収は無料。 

〇 回収協力店（クリーニング店）では、古着の持込量に応じてクリーニング割引券配布等の 

サービスを提供することにより、回収協力を促進する店舗独自の取組みも実施される。 

〇 回収は、区役所等公共施設１０ヵ所、回収協力店（クリーニング店）１１店舗でスタートし、 

市民が分別しやすいように回収拠点を市内全域に順次拡大。 

〇 分別回収開始時期 ： ５月１９日（月） 

  ※ 回収ボックス・回収協力店の追加情報は、市ホームページ等により、随時お知らせします。 

 ◇ 回収ボックスによる拠点回収  

・ 各区役所、若松区島郷出張所、八幡西区折尾出張所 、環境ミュージアム  

※ 今後、公共施設をはじめ、民間衣料品販売店等に事業参加を求め、回収拠点を順次拡大。 

    ◇ クリーニング店での回収  

・ クリーニングせいや（古着リサイクル事業パートナー）の市内全１１店舗で回収。 

〔市内店舗：小倉北区（４店）・小倉南区（３店）・戸畑区（２店）・八幡東区（１店）・八幡西区（１店）〕 

・ 同店では、市民が持ち込む古着１点につき、クリーニング割引券を配布。 

※ 今後、市内クリーニング店に事業参加を呼びかけ、回収店舗を順次拡大していきます。
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古着回収開始イベントの開催について 

１ 開催日時  

平成２６年５月１８日（日） １０：００～１６：００ 

２ 会場 

北九州市環境ミュージアム（八幡東区東田二丁目2番6号  ℡：６６３－６７５１） 

３ 回収対象・方法 

不要となった洗濯済みの古着を、袋に入れて持参してください。 

※参考 

「未来ホタルデー２０１４」とは、北九州市環境ミュージアム最大のイベントで、北

九州市内・近郊の様々な団体や企業の方々による、工作や体験、展示などいろい

ろな催しが行われます。ミュージアムに隣接する芝生広場では、「Share！東田まつ

り」も同時に開催されています。 

○ 「古着」の分別・リサイクルを新たに開始するにあたり、市民の皆様に周知し、 

今後の分別協力をお願いすることを目的として、「未来ホタルデー２０１４」におい

て、古着の回収イベントを行います。 

○古着をご持参いただいた方には、粗品を進呈します。 

○ぬいぐるみ類、レザー（皮革）類、くつ・ベルト類、カーペット

類、布団・毛布・枕類、カーテン・シーツ類、タオル類、おむつ

類、雨衣類（ナイロン、ビニール）、ハンガー類 

○回収対象品でも、汚れのひどいものは不可

回収できないもの（禁忌品）



日本特殊塗料（行橋市）

古着リサイクル事業の概要

① 回収ボックス

（公共施設等）

〔５月18日〕環境ﾐｭｰｼﾞｱﾑ

〔５月19日〕

・全区役所

・出張所（折尾・島郷）

クリーニ
ング工場
（市内
2ヵ所）

運搬

自動車内装材を製造

② 店頭回収
（クリーニングせいや）

市内の全11店舗

回収

エヌ・シー・エス

（北九州市若松区二島）

北部九州の自動車メーカー

選別・リサイクル
（再生繊維材料を製造）

自動車内装材として利用

定期便

※今後、回収体制の拡大を図る。
○ボックスの設置箇所の拡大

等

売却


